
教育研究上の効果を見据えた施設整備の推進に関する試行的取組

○ 施設整備の基本計画段階において，施設の課題に対応し，想定した教育研究上の効果を創出するため

の整備内容を検討することが重要。

○ また，整備後は具体的な効果を測定するとともに，計画時に想定した効果が期待どおりに発揮してい

るかを検証し，その結果を踏まえて，今後のキャンパス全体の施設整備方策や個別施設の整備計画に

反映させるなど，ＰＤＣＡサイクルによる取組を行うことが重要。

○ 国立大学等の実情に合った効果的な方法を検討するため，試行的にＰＤＣＡサイクルによる取組を

１２大学等に依頼（平成２５年４月）。

参考３

（インプット） （アウトプット） （アウトカム）

改修面積

約6,754㎡

工事費

約861百万円

施設整備の目的

教育機能

施設の課題

多様な教育ス

ペースの確保

学習スペースの

ゆとり確保

教養カリキュラム

再編に伴う必要

諸室の再配置

多様な教育スペースを確保（講義室，

会議室，セミナー室，演習室等）、学

習空間のゆとりの確保等

（指標例）
・講義室数：［H○］ ２ →［H○］ ５

少人数教育にも対応した教育スペー

スの確保，学生支援事務室の移設，

教員スペースの再配置 等

（指標例）
・教員スペースの集約化（600㎡）

整備内容 施設整備が寄与する効果

学生の満足度向上 等

（指標例）
・学生の満足度（アンケート）

・利用者数

多様な教育機能の増加 等

（指標例）
・学生の学修時間

・受験倍率

学生の利便性の

向上

幅広い教養

取得への対応

整備概要

（視点例）

大学の戦略等

中期目標等

養成人材像

これまでの実績，

課題等

大学戦略上の

位置付け

■ 一群の施設や外部パブリックスペースとの連携内容

■ 施設マネジメントによる取組内容

「効果発現シナリオの作成例」
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教育研究上の効果を見据えた施設整備の推進に関する試行的取組

【特徴的な取組例】

・【取組例１】佐賀大学
⇒ 教員養成の機能強化に対応した空間配分の見直し，改善内容の見せ方の工夫

・【取組例２】宇都宮大学
⇒ 教員・学生との協働による課題の可視化，課題や学習形態に対応した教育空間の提示

・【取組例３】九州工業大学
⇒ 大学の教育目標を踏まえた，学生の資質・能力を伸ばすための効果的な空間の創出
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【取組例１】 佐賀大学
～教員養成の機能強化に対応した空間配分の見直し，改善内容の見せ方の工夫～
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【取組例２】 宇都宮大学
～教員・学生との協働による課題の可視化，課題や学習形態に対応した教育空間の提示～
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【取組例３】 九州工業大学
～大学の教育目標を踏まえた，学生の資質・能力を伸ばすための効果的な空間の創出～

外国人教員

九州工業大学（飯塚）未来型講義棟新営事業の効果発現シナリオ

教育研究上の背景 施設整備の目的 施設整備の課題 アウトプット アウトプット指標 短期的アウトカム 短期的アウトカム指標 中期的アウトカム インパクト

施 設

新 営

構造・階：Ｓ１

床 面 積：約３７５㎡

工 事 費：約４２百万円

施設以外

少人数教育・演習の

教員

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ・ｱｼｽﾀﾝﾄ

九州工業大学（飯塚）未来型講義棟新営事業

教育機能

国際化推進

地域貢献・社会貢献

・グローバル人材育成

のための教育

・国際社会において機

能する教育

・留学生との交流ス

ペースの確保

・ 高大連携の機会の

増大

・ 各種セミナーやワー

クショップへの対応

課題解決策

情報系インフラの整備

（無線ＬＡＮ、マルチメ

ディア機器等）

質的

少人数教育のための

スペースの確保

様々な授業形態に

対応できる教室

情報系インフラ、マ

ルチメディア

機器、移動机等

・専門的教育機会の

増加

・グループ学習の支

援

・学生の満足度向上

・コミュニケーション力

の向上

・自主的学習の増加

・開催される授業数

H23（64） → H24（69）

・高い教室稼働率（80％）

・学生コミニュティの形成

（６団体）

・自主的活動 毎日平均20名

・国際化に関心を持

つ学生の増加

・留学生数の増加

・語学力の向上

・外国語によるコミュ

ニケーション力の向

上

・飯塚地区学生の海外派遣数

H22(14）、H23（27）、H24(43）

・飯塚地区の留学生数

H23（60）、H24（62）、H25（73）

・IIFプログラム履修生のTOIEC

得点（入学時との比較）

・平均109点の上昇

・100点上昇(67%)

・200点上昇(17%)

・スコア600点以上(33%)

・ SSH（ｽｰﾊﾟｰ・ｻｲｴ

ﾝ ｽ・ﾊｲｽｸｰﾙ）採択

高校との連携授業

・ JST事業での高校

生受入

・セキュリティコンテ

スト等の企業等主催

のイベントの開催

・学生の参加

・SSH関係

H23（4）、H24(3)

・JST等関係

H23（2）、H24(3)

・コンテスト・セミナー等

H23（8）、H24（6）

自ら考え、自ら学ぶ

学修意欲の向上

時間外学習の増加

・本学のグローバル

教育の向上

・学生の海外派遣の

増大

・学生のキャリアアッ

プ

・企業からの求人の

増加

知的資源の活用に

よる周辺高校等のレ

ベルアップ

学生の課外活動の

場を創設、支援

企業が必要とする

「コミュニケーション

能力」、「課題探究能

力」を身に付けた人

材の輩出

グローバルに活躍で

きる技術者の育成

・地域の知の拠点と

しての機能向上

・受験生の増加

・課外活動への参加

による自主的学修

機会の増大

施設以外の効果への影響項目

教員の指導力向上

FDの取組み

外国語指導

教育環境の改善

中教審「学士課程教育

の構築に向けて（答申）」

●学士課程教育で育成

すべき資質・能力に関

し課題探求能力の育成

重視

●グループワーク学習

型教育や、協調・協同

学習、課題解決・探求

学習の重要性を指摘

平成21年度に海外（米、

加）の大学を視察

●教わるというよりも

学生自らが学びのため

に行動する様々な形態

の授業がカリキュラム

に導入（アクティブ・

ラーニング）

●学生間のディスカッ

ションを重視するグル

ープワーク形式の授業

の充実

本学の教育に関する

中期目標

●学生の自立力、PBL

等のｸﾞﾙｰﾌﾟワーク、教

える教育から考えさせ

る教育への教育改革

を謳う。

●国際的に通用性のあ

る技術者保証が可能

な教育体制を整備する

ことも必要。

企業が卒業生に

求める能力

専門的知識の次にコミュ

ニケーション能力が常に

上位に挙げられる

技術者として求められ

ているコミュニケーション

能力や、自ら学ぶ行動

をとれる能力を大学在

学中に伸ばしておくこと

は重要

・ 受動的な講義だけでな

く、授業グループワーク学

習型教育や協調・協同学

習、課題解決・探求学習

の重要性

・ グループワークを中心

とした新しい授業スタイル

と学びの確立

・ チーム学習環境の整備

と自律的学習コミュニティ

支援

・AV機器制御用タッチパネル

・床埋込式電源・LANﾓｼﾞｭﾗｰ：24か所

・映像入力：3か所（うち2か所 壁面）

・プロジェクタ ・スクリーン 8セット

・常設カメラ 6台

・ワイヤレス マイク 4本

・天井埋込スピーカー 8台

・少人数教育用の

講義室

※ 海外教育研究

拠点（ＭＳＳＣ）内

にもMILAiSを設置

海外教育研

少人数教育や英語教育、情報化

に対応した講義室数

H23・・2室

260㎡×1室（最大110名）

（可動間仕切壁で分割可能）

分割時 120㎡×１室（50名）

140㎡×１室（60名）

海外（マレーシア）

30㎡×1室（20名）

※ マレーシアのプトラ大学に、本学の海外教

育研究拠点（ＭＳＳＣ）を設置

コンビネーションスタイル

効果的なアクティブ・ラーニングへの本学独自の答えを見つけ出すため
に、様々な授業形態に柔軟に対応できるよう設計
・教室面積：260㎡
・収容人数：90名（最大110名まで着席可）
・ネットワーク環境：有線及び無線LAN
・床埋込式情報コンセント：24カ所
・ホワイトボードを教室内壁面に設置
・可動間仕切りを活用し、授業がない時間帯は一部を

ラーニングコモンズとして開放

＜授業風景＞

＜特徴＞

レクチャースタイル グループワークスタイル

インタラクティブ学習棟 “MILAiS”: 教室としての”MILAiS”
MILAiSは、九州工業大学情報工学部に新設されました。
グループワークを中心とした、新しい授業スタイルと学びの確立を目指します。


